
 

 

 

 

 

 

（ 希少な動植物の出現状況 ） 
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1．希少な動植物について－環境影響評価書における報告の位置付け 

希少な動植物の定義とは『天然記念物指定種やレッドデータブック、レッドリスト等の掲

載種、その他貴重種・重要種に相当する種』としている。 

環境影響評価書において「沖縄県知事の環境影響評価準備書に対する意見」注）に対し、

事業者の見解として「工事中に天然記念物指定種や「レッドデータブック」、「レッドリス

ト」等の掲載種、その他貴重種・重要種に相当する種で、環境影響評価書に記載されてい

る動植物種以外の種の存在が埋立てに関する工事の施工区域内若しくはその近傍で確認さ

れた場合には、関係機関へ報告するとともに十分調整を図り、その保全に必要な措置を適

切に講じる」こととなっている。 

ここでレッドデータブック、レッドリスト等とは、沖縄県の地域特性が考慮された「改訂・

沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物」（レッドデータおきなわ）、環境省のレッドリスト

と水生生物を対象とした「日本の希少な野生生物に関するデータブック（水産庁編）」があ

る。また、「その他貴重種・重要種に相当する種」とは、法律として規定された「絶滅のお

それのある野生動植物の種の保存に関する法律」の「国内希少野生動植物種」、「国際希少

野生動植物種」に選定されている種が該当すると考えられる。 

環境影響評価書の調査以降、希少性を判断する根拠となる環境省のレッドリスト及びレッ

ドデータおきなわが改訂されていることから、新たな知見に基づき、平成 23 年度に出現し

た希少な動植物について報告する。なお、環境省のレッドリスト及びレッドデータおきな

わの改訂状況は次表に示すとおりであり、平成 18 年と平成 19 年にレッドリストが改訂さ

れている。 

また、レッドデータおきなわも動物編については平成 17 年 9 月に、菌類編・植物編につ

いては平成 18 年 3 月に改訂版が公表されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
注)沖縄県知事の環境影響評価準備書に対する意見（希少な種に関する抜粋） 

Ⅰ．総括的な事項に関すること（抜粋） 

（１） 埋立計画地北側の砂質性干潟及び海草類の存在する海域には、環境庁が作成した「藻類のレ

ッドリスト」及び本県が作成した「レッドデータおきなわ」で絶滅危惧Ⅰ類及び絶滅危惧種

に指定された「クビレミドロ」が生育している。（中略）したがって、当該地域については、

自然環境の保護・保全に配慮するよう事業実施計画に反映されたい。 

Ⅳ．事後調査・その他に関すること（抜粋） 

（８） 工事中に貴重な動植物が確認された際は、関係機関に報告するとともに、適切な措置を講じ

ること。 
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＜環境省レッドデータブック等の改訂状況＞ 
動物レッドリスト 
分類群 レッドリスト レッドデータブック 

哺乳類 平成 19 年 8月 3日公表 平成 14 年 3月刊行 

両生類、爬虫類 平成 18 年 12 月 22 日公表 平成 12 年 2月刊行 

鳥類 平成 18 年 12 月 22 日公表 平成 14 年 7月刊行 

汽水・淡水魚類 平成 19 年 8月 3日公表 平成 15 年 5月刊行 

陸産貝類・淡水貝類 平成 19 年 8月 3日公表 平成 16 年 7月刊行 

昆虫類 平成 19 年 8月 3日公表 平成 18 年 8月 

その他無脊椎動物 平成 18 年 12 月 22 日公表 平成 18 年 1月 

 
植物レッドリスト 
分類群 レッドリスト レッドデータブック 植物 RDB 種公開種一覧 

維管束植物 平成 19 年 8月 3日公表 平成 12 年 7月刊行 平成 13 年 7月 24 日公開 

維管束植物以外 平成 19 年 8月 3日公表 平成 12 年 12 月刊行  

出典） 環境省 HP http://www.biodic.go.jp/rdb/rdb_f.html 

 

 

＜レッドデータおきなわの改訂状況＞ 

動物レッドデータ 
分類群 初版 改訂版 

哺乳類 平成 7年 3月公表 平成 17 年 9月公表 

鳥類 平成 7年 3月公表 平成 17 年 9月公表 

爬虫類 平成 7年 3月公表 平成 17 年 9月公表 

両生類 平成 7年 3月公表 平成 17 年 9月公表 

魚類 平成 7年 3月公表 平成 17 年 9月公表 

甲殻類 平成 7年 3月公表 平成 17 年 9月公表 

昆虫類 平成 7年 3月公表 平成 17 年 9月公表 

クモ形類 平成 7年 3月公表 平成 17 年 9月公表 

ムカデ・ヤスデ類 平成 7年 3月公表 平成 17 年 9月公表 

貝類 平成 7年 3月公表 平成 17 年 9月公表 

出典） 沖縄県 HP http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/cateview.jsp?cateid=70 

 

植物レッドデータ 
分類群 初版 改訂版 

菌類 平成 7年 3月公表 平成 18 年 3月公表 

植物 平成 7年 3月公表 平成 18 年 3月公表 

出典） 沖縄県 HP http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/contview.jsp?cateid=70&id=11149&page=1 

  



3 

2．希少な種の出現状況 

希少な動植物の出現状況をまとめると表 2.1 のとおりである。 

平成 23 年度に見つかった希少種は、鳥類 18 種、甲殻類 18 種、魚類 11 種、海藻草類 15

種、貝類 63 種の計 125 種であった。 

このうち、新たに見つかった種は、ヤツガシラ（鳥類）、ミナミテナガエビ（甲殻類）、

シモフリシオマネキ（甲殻類）、ナガオカミミガイ（貝類）、キヌメハマシイノミガイ（貝

類）、アケボノガイ（貝類）の計 6種であった。 

 

 

表 2.1(1) 平成 23 年度の調査における希少な動植物の出現状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汽水性生物

調査(定性)

汽水性生物

調査(定量)
監視

海藻移植

関連調査

1 カイツブリ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

2 リュウキュウヨシゴイ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

3 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT）

RDおきなわ 準絶滅危惧（NT）

水産庁 希少種

4 環境省ＲＬ 絶滅危惧ⅠA類（CR）

RDおきなわ 絶滅危惧ⅠA類（CR）

水産庁 絶滅危惧種

5 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT）

RDおきなわ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

6 サシバ 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU) ○

7 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

RDおきなわ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

種の保存法 国内

8 ヒクイナ 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

（リュウキュウヒクイナ） RDおきなわ 準絶滅危惧（NT）

9 オオバン RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

10 シロチドリ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

11 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

RDおきなわ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

12 ホウロクシギ 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU) ○

13 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

RDおきなわ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

水産庁 絶滅危惧種

14 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

水産庁 減少傾向種

RDおきなわ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

15 カワセミ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

16 ヤツガシラ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

17 コゲラ(リュウキュウコゲラ) RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

18 サンショウクイ 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

（リュウキュウサンショウクイ） RDおきなわ 準絶滅危惧（NT）

19 ミナミテナガエビ 水産庁 減少種 ○

20 オオテナガエビ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○ ○

21 オキナワアナジャコ 水産庁 減少種 ○

22 天然記念物 国指定

水産庁 減少種

23 ムラサキオカヤドカリ 天然記念物 国指定 ○

24 ナキオカヤドカリ 天然記念物 国指定 ○

25 ヒラモクズガニ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

26 オキナワヤワラガニ RDおきなわ 絶滅危惧Ⅱ類（VU) ○ ○ ○

27 アマミマメコブシガニ 環境省ＲＬ 情報不足（DD)

RDおきなわ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

28 コウナガイワガニモドキ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

29 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

RDおきなわ 絶滅危惧ⅠA類（CR）

水産庁 希少種

30 アミメノコギリガザミ 水産庁 減少種 ○ ○

31 オキナワヒライソガニ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○

32 トゲアシヒライソガニモドキ RDおきなわ 絶滅危惧Ⅱ類（VU) ○ ○

33 ミゾテアシハラガニ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

34 チゴイワガニ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○ ○

35 ヒメアシハラガニモドキ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

36 シモフリシオマネキ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

37 環境省ＲＬ 絶滅危惧ⅠB類（EN)

RDおきなわ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

38 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT）

RDおきなわ 絶滅危惧ⅠB類（EN)

水産庁 希少種

39 環境省ＲＬ 絶滅危惧ⅠA類（CR）

RDおきなわ 絶滅危惧ⅠA類（CR）

水産庁 危急種

40 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

RDおきなわ 絶滅危惧ⅠB類（EN)

41 マングローブゴマハゼ 環境省ＲＬ 絶滅危惧ⅠB類（EN) ○ ○

42 ホシマダラハゼ 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU) ○

43 オオウナギ 水産庁 減少種 ○

44 オキナワキチヌ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

45 ドロクイ 環境省ＲＬ 絶滅危惧ⅠB類（EN)

RDおきなわ 準絶滅危惧（NT）

46 カワアナゴ科 環境省ＲＬ 情報不足（DD) ○

47 クサフグ
環境省ＲＬ

絶滅のおそれのある地域個

体群（LP)

RDおきなわ
絶滅のおそれのある地域個

体群（沖縄島）

No. 種名 貴重種指定元 カテゴリー 鳥類
オカヤドカ

リ類
トカゲハゼ

絶滅危惧種

生育監視

干潟生物生

息監視

比屋根湿地 海藻草類 その他調査

（サンゴ・海藻草類、希少

種監視・分布調査等）

チュウサギ
○

クロツラヘラサギ
○

ミサゴ
○

ハヤブサ
○

○

アカアシシギ
○

ズグロカモメ
○

コアジサシ
○

○

オカヤドカリ
○

○

シオマネキ
○

ジャノメハゼ
○

トビハゼ
○ ○

トカゲハゼ
○ ○

マサゴハゼ
○ ○

○

○
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表 2.1(2) 平成 23 年度の調査における希少な動植物の出現状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汽水性生物

調査(定性)

汽水性生物

調査(定量)
監視

海藻移植

関連調査

48 ウスガサネ 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

RDおきなわ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

49 ウミヒルモ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○ ○ ○ ○

50 リュウキュウスガモ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○ ○ ○

51 ボウバアマモ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○ ○

52 ベニアマモ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○ ○

53 リュウキュウアマモ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○ ○ ○

54 マツバウミジグサ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○ ○ ○ ○

55 ウミジグサ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○ ○ ○ ○

56 コアマモ（ナンカイコアマモ） RDおきなわ 絶滅危惧Ⅱ類（VU) ○ ○ ○ ○

57 ヤバネモク 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT）

RDおきなわ 準絶滅危惧（NT）

58 クビレミドロ 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅰ類（CR＋EN）

RDおきなわ 絶滅危惧Ⅰ類（CR＋EN）

水産庁 絶滅危惧種

59 クビレズタ 環境省ＲＬ 情報不足（DD) ○

60 ナガミズタマ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT）

RDおきなわ 準絶滅危惧（NT）

61 カラクサモク 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

RDおきなわ 情報不足（DD)

62 ホソエガサ 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅰ類（CR＋EN）

RDおきなわ 絶滅危惧Ⅰ類（CR＋EN）

水産庁 絶滅危惧種

63 ツボミガイ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○

環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

RDおきなわ 準絶滅危惧（NT）

65 フトヘナタリ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○ ○

環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT）

RDおきなわ 準絶滅危惧（NT）

67 カワアイガイ 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

RDおきなわ 準絶滅危惧（NT）

68 コゲツノブエガイ 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

RDおきなわ 準絶滅危惧（NT）

69 カヤノミカニモリガイ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

70 アラゴマフダマガイ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

71 ヨウラクレイシガイダマシ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

72 カニノテムシロガイ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

73 ニライカナイゴウナ RDおきなわ 情報不足（DD) ○

74 ソメワケグリガイ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○ ○

75 ドロアワモチ 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

RDおきなわ 準絶滅危惧（NT）

76 ウラシマミミガイ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○

77 シイノミミミガイ 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅰ類（CR＋EN） ○

78 チビハマシイノミガイ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○

79 ホソスジヒバリガイ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○ ○

80 アコヤガイ 水産庁 減少種 ○ ○

81 カブラツキガイ RDおきなわ 絶滅危惧Ⅱ類（VU) ○

82 オサガニヤドリガイ RDおきなわ 情報不足（DD) ○ ○

83 コニッコウガイ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

84 シレナシジミ 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

RDおきなわ 準絶滅危惧（NT）

85 オキシジミ RDおきなわ 絶滅危惧ⅠB類（EN) ○ ○

86 ヤエヤマスダレ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

87 ユウカゲハマグリ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

88 ハザクラガイ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○ ○

89 トガリユウシオガイ RDおきなわ 絶滅危惧ⅠB類（EN) ○

90 イオウハマグリ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

91 ハナグモリガイ 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

RDおきなわ 絶滅危惧ⅠB類（EN)

92 イロタマキビ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT）

RDおきなわ 準絶滅危惧（NT）

93 ヒロクチカノコ 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

水産庁 希少種

94 ヘソアキコミミガイ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○

95 ヌノメハマシイノミガイ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○

96 ゴマセンベイアワモチ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○ ○

97 ウラキツキガイ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

98 ウスカガミ RDおきなわ 絶滅危惧Ⅱ類（VU) ○

99 チヂミウメノハナ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

100 タイワンシラオガイ RDおきなわ 絶滅危惧ⅠB類（EN) ○

101 クシケマスオ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

102 ナガオカミミガイ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○

103 コハクオカミミガイ 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅰ類（CR＋EN）

RDおきなわ 絶滅危惧ⅠB類（EN)

104 キヌメハマシイノミガイ 環境省ＲＬ 絶滅危惧Ⅰ類（CR＋EN）

RDおきなわ 準絶滅危惧（NT）

105 クロヒラシイノミ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○

106 ヒラマキアマオブネ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT）

RDおきなわ 準絶滅危惧（NT）

107 シマカノコ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT）

RDおきなわ 準絶滅危惧（NT）

108 イボアヤカワニナ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧（NT） ○

109 リュウキュウサルボウ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

110 ハボウキガイ RDおきなわ 絶滅危惧Ⅱ類（VU) ○

111 ヤジリスカシガイ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

112 ネジヒダカワニナ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧Ⅱ類（VU） ○

113 イセシラガイ RDおきなわ 情報不足（DD) ○

114 アケボノガイ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

115 オキナワヒシガイ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

116 ユキガイ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

117 ハスメザクラ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

118 イチョウシラトリ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

119 リュウキュウアサリ RDおきなわ 絶滅危惧ⅠB類（EN) ○

120 ミノムシガイ RDおきなわ 絶滅危惧Ⅱ類（VU) ○

121 オオシイノミクチキレ RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

122 イレズミザル RDおきなわ 準絶滅危惧（NT） ○

123 イソハマグリ 水産庁 減少種 ○

124 マンガルツボ 環境省ＲＬ 準絶滅危惧Ⅱ類（VU）
RDおきなわ 準絶滅危惧（NT）

125 ヒラザクラ RDおきなわ 絶滅危惧Ⅱ類（VU) ○

総種数 各調査での出現種数

鳥類 18種 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0

甲殻類 18種 0 3 0 0 4 9 7 0 0 1

魚類 11種 0 0 1 0 1 6 6 0 0 1

海藻草類 15種 0 0 0 7 7 0 0 8 9 4

貝類 63種 0 0 0 0 40 18 5 6 0 3

その他 0種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 125種 18 3 1 7 52 33 18 14 9 9

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

66 ヘナタリ
○

○
64 イボウミニナ

○

○

○

○

○ ○

○○

トカゲハゼ
絶滅危惧種

生育監視

干潟生物生

息監視

比屋根湿地 海藻草類 その他調査

（サンゴ・海藻草類、希少

種監視・分布調査等）

No. 種名 貴重種指定元 カテゴリー 鳥類
オカヤドカ

リ類
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3．希少な動植物に対する対応方針 

事業者としては、事業の実施にあたって環境影響評価書を作成し、埋立予定地内の環境

は喪失することになるが、埋立予定地以外の環境に対して極力工事の影響を少なくし、埋

立予定地以外の環境を保全していくものと考えている。よって今後も、これまで行ってき

た干潟生物生息監視調査などの各種調査を通じてモニタリングを継続するとともに、埋立

予定地以外の周辺環境の保全に努めていくこととする。 

 

 

 

環境省RＬ 平成18年12月22日  鳥類、爬虫類、両生類、その他の無脊椎動物のレッドリストの見直しについて

平成19年8月3日  哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物I及び植物IIのレッドリストの見直しについて

絶滅危惧Ⅰ類

絶滅危惧ⅠA類

絶滅危惧ⅠB類

絶滅危惧Ⅱ類

準絶滅危惧種

情報不足

絶滅のおそれのある地域個体群

レッドデータおきなわ（動物編） 沖縄県：「改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(レッドデータおきなわ)－動物編－」（2005年　沖縄県）

絶滅危惧Ⅰ類

絶滅危惧ⅠA類

絶滅危惧ⅠB類

絶滅危惧Ⅱ類

準絶滅危惧種

情報不足

絶滅のおそれのある地域個体群

レッドデータおきなわ（菌類・植物沖縄県：「改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(レッドデータおきなわ)－菌類編・植物編－」（2006年　沖縄県）

絶滅危惧Ⅰ類

絶滅危惧ⅠA類

絶滅危惧ⅠB類

絶滅危惧Ⅱ類

準絶滅危惧種

情報不足

絶滅のおそれのある地域個体群

天然記念物 「文化財保護法」（昭和25年法律214号）

特→特別天然記念物　

特別天然記念物：天然記念物のうち、世界的にまた国家的に価値が特に高いもの。

国→国指定天然記念物　県→県指定天然記念物

天然記念物：以下にあげる動物、植物及び地質鉱物のうち学術上貴重で、わが国の自然を記念するもの。国及び県により指定される。

・日本特有の動物で著名なものおよびその棲息地。 

・自然環境における特有の動物または動物群集。 

・家畜以外の動物で海外よりわが国に移殖され、現時野生の状態にある著名なものおよびその棲息地。 

・特に貴重な動物の標本 

種の保存法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成4年法律75号）

国内→国内希少野生動植物（本邦に生息し又は生息する絶滅のおそれのある野生動植物の種）

国際→国際希少野生動植物種（国際的に協力して保存を図ることとされている絶滅のおそれのある野生動植物の種）

水産庁 「日本の希少な野生生物に関するデータブック（水産庁編）」1998　水産資源保護協会

減少種 （環境庁カテゴリーに準ずる）明らかに減少しているもの

希少種 （環境庁カテゴリーに準ずる）存続基盤が脆弱な種・亜種

危急種 （環境庁カテゴリーに準ずる）絶滅の危険が増大している種・亜種

絶滅危惧種 （環境庁カテゴリーに準ずる）絶滅の危機に瀕している種・亜種


